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マルタ共和国マルサシュロックにおける漁村観光と空間構成
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住宅 182棟，新築住宅 10棟，空家 9棟であった。また，
生活関連施設については，グロッサリー5軒，雑貨店 2
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注
１) 国土面積が 316Km2と狭小であるため、日本でいうところの都道府
県レベルの自治体は存在せず、国土全体で 68の地方自治体（kunsilli 
lokali）に分かれている。
２ 中村（2001）は，漁業にかかわる空間領域として，①漁場として
の水域，②漁業拠点としての漁港，③漁業者の居住・生活の場として
の漁業集落，④漁業生産物の消費の場としての背域の 4つの空間領域
を挙げているが，②の漁港を③の漁業集落に包摂するものとしてとら
えるべきであると主張している。本研究においても，この主張に沿っ
た漁業集落の定義を採用した。
３ Bramwell(2007)の図による
４ 中村（2001）は宮崎県南郷町の事例において，集落の中央部を東
西に貫通する国道 220号線沿いに小売業や行政機能などの住民生活
の拠点となる施設が集中していることを明らかにした。
図 5 沿岸集落における漁村観光の空間構成
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